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（概要）
象の卵の研究の目的は．．．



【 （ａ）研究計画、研究方法など（つづき） 】
学術変革（Ａ）（計画） ２

象の卵の研究計画と方法は．．．

（本文）
　　　　　＊＊＊　以下は、あくまで例です。真似しないでください。　＊＊＊
　　　　　＊＊＊　本文はもちろん、節の切り方や論理の組み方は　　　＊＊＊
　　　　　＊＊＊　ご自分の気に入ったスタイルで書いてください。　　＊＊＊

1.1 計画研究の名前
領域全体の計画書を書くときに用いたkeikaku defs.texで定義したコマンド (例えば\codeZoo,

\titleZoo, \codeNicknameZooなど)を用い、各計画研究の記号や研究課題名やその略称（A01,

象の卵の探索ー動物園, A01(動物園)) を表示するのが楽です。書き間違えないし、あとで名前が
変わっても簡単に直せます。
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象の卵の ES細胞の培養、象のクローンの生成などは行わない。
LATEXの便利な機能については、egg ***.tex や sample pdf/egg ***.pdfをご覧ください。
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（１）研究代表者のこれまでの研究活動
応募者は過去 20年間、７つの海を隅から隅まで航海し、浅瀬から深海まで潜り、文字通り東西南
北上下の３次元でシロナガスクジラの卵の探索を行ってきた (業績 1)。シロナガスクジラに飲み
込まれそうになったり、海賊に捕まるなどの危険な目にもあったが、それにもめげず、研究を遂
行してきた強靭な能力を有する。

（２）研究代表者の研究環境
シロナガスクジラの卵を探すために用いていたソナーと双眼鏡、及びシロナガスクジラの卵を引
き上げるために用意していた大きな網は、そのまま使える。

（３）研究組織全体の研究環境
常識にとらわれない研究代表者のほかに、藁の山の中の針を見つけるために超強磁場発生装置を
持つ研究者、超新星探索のために皿のような目を持つ研究者、熟練の象使いなどが集まっている
ため、人材、装置ともに研究環境は抜群である。
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(2005).
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（１）研究分担者のこれまでの研究活動
目を皿のようにして望遠鏡をのぞき、前夜の写真と新しい写真をそれぞれ別の目で見てきた。そ
のために目の大きさと立体視能力では誰にも引けを取らない。

（２）研究分担者の研究環境
天体観測用の広視野の望遠鏡はあるので、それを携えて地球周回軌道に行けば、象の卵の探索は
できる。また、季節によらず約 45分観測しては約 45分寝られるので、実質ほぼ 24時間体制で探
索を続けられる。ただし、暗いと目が覚め、明るいと眠くなる長年の習慣を直す必要はある。

1. “Supernova detection with human neural network”, H. Yukawa, Astrophysics 1234, 5678

(2019).

2. “象の卵の抱卵の分担”, H. Yukawa, 皇帝ペンギン et al., J. Eggs 123, 456 (2018).


